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論文内容の要旨

本論文では感梓型視細胞における光受容の分子機構について調べるために，主にホタノレイカ(ぬtasenia

scintillans) を材料に行なった研究について述べられているo

1 )イカ視物質の発色団結合部位の一次構造の決定。

乙の研究によってホタルイカの三種の視物質が，一種類のアポ蛋白質に異なる三種の発色団分子を

結合する乙とによって作られている可能性が高い乙とがわかった。また求めた一次構造を脊椎動物の

ものと比べることによって頭足類の視物質も脊椎動物のものと同じ祖先をもつものである乙とが明か

となった。

2 )ホタルイカで見つかった三種の視物質とその発色団分子に関する研究。

我々が調べた限りでは他の生物の中に 4 ーヒドロキシレチナーノレを持っているものを見つける乙と

はできなかった。またホタルイカの体内でも 4 ーヒドロキシレチナールは網膜の一部に存在するだけ

である乙とがわかった。光受容器以外では 1 1 ーシス型レチノイドは，肝すい臓に 1 1 ーシス型レチ

ノールエステルがあるだけである乙とがわかった。

3) 4 ーヒドロキシレチナールの in vitro での生合成。

4 ーヒドロキシレチナーノレと 3 ーデヒドロレチナールは， 2) の研究で見つかったエステルの 1 1 

ーシス型ーレチノールを材料にホタルイカが合成しているのではないかという仮説を確かめるために

実験を行なった。乙の結果，腹側の網膜でだけ 1 1 ーシス型 4 ーヒドロキシレチノールが 1 1 ーシ

ス型レチノールから作られる乙とが示された。

4) X線回折法による感梓型視細胞の微細構造の研究。
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固定していない生の網膜からのX線回折像を撮って感梓型視細胞の微細構造を調べた。得られた回

折像は，暗順応条件の網膜では格子定数が約 570Aの二次元六方格子に基づく結晶性の反射を示し

た。光刺激を加えている最中の網膜の回折像では，格子定数が少し大きくなり回折強度にも変化が見

られた。特に C 0, 1 )反射の強度は顕著に増大していた。

5 )網膜中のサイクリック GMP CcGMP) 量の測定。

cGMP が無脊椎動物の光受容の細胞内情報伝達物質として働いている可能性を検討するために，

イイダコ (Octopus ocellatus) とサルエビ (Trachypenaeus curvirostris) の眼の

中の cGMP の量を測定した。得られた測定値を微繊毛の大きさや視物質の量と比較することにより

上記の可能性を検討した。

論文の審査結果の要旨

本論文は，無脊椎動物の感梓型視細胞の視物質，微細構造とその光変化，および細胞内情報伝達物質に

ついて主にホタルイカを材料に研究した結果である。ホタルイカには吸収極大波長の異なる 3種類の視物

質がある。乙れらの 3種は，分子量，等電点， レクチン iと対する親和性で、区別する事が出来なかった。視

物質の部分一次構造を決定した結果，蛋白部分は同じで 発色団が異なると推定された。

3種類の視物質の網膜内分布を調べたと乙ろ，それぞれが限られた部分に分布しており，ホタルイカで

しか見つかっていない発色団 4 -hydroxyret inal は，腹側網膜で生合成されている乙とが明らかにな

った。

ホタルイカ網膜が極めて長い視細胞外節部を持つこと，この部分に黒色色素頼粒がほとんど存在しない

という特徴を利用し， シンクロトロン放射光を使ったX線回折法によって，固定処理などしていない生の

網膜の感梓の徴繊毛の構造を明らかにした。またこの方法を，光照射に伴う感梓徴繊毛の構造変化の検出

に用いて，光照射によって微繊毛の中心聞の距離が増大することを明らかにした。

感梓型視細胞の光受容の細胞内情報伝達物質として挙げられているサイクリック GMP の網膜中の量を

測定し，軟体動物のイイダコの網膜では乙の物質が細胞内情報伝達物質でない乙とを明らかにした。一方

節足動物のサルエピでは，乙の物質の光による減少を明らかにし 細胞内情報伝達物質としての可能性を

示した。

以上のように本研究は無脊椎動物の光受容の分子機構を明らかにする上で重要な知見を与えるものであ

り，理学博士の学位論文として十分な価値を持つものと認められる。
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